
【SC-4　CQの設定　記入方法】

スコープで取り上げた重要臨床課題（key clinical issues）

CQ の構成要素

P（Patients，Problem，Population）

性別 （　　　　指定なし　　　　・　　　　男性　　　　・　　　　女性　　　　）

年齢 （　　　　指定なし　　　　・　　　　__________________________　　　　）

疾患・病態

地理的要件

その他

I（Interventions） C（Comparisons，Controls，Comparators）

O（Outcomes）のリスト

Outcome の内容 益か害か 重要度 採用可否

O1 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O2 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O3 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O4 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O5 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O6 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O7 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O8 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O9 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

O10 （　益　・　害　） ＿＿＿＿点

作成した CQ

スコープで取り上げることに決まった重要臨床課題
（key clinical issues）の 1 つを書き入れる。

介入方法の選択が行われる「状況」を
詳細に設定し，書き入れる。

介入方法の選択肢として検討したいものを
I と C に分けて記載する。

上で抽出した PICO を用いて
CQ を 1 文で表現し，記載する。

◦介入を行った結果として起こり得るアウトカム事象のう
ち， 患者にとって重要と考えられるものを網羅的に列挙
する。ここでは 10 個まで記入できるようにしてあるが，
足りない場合は行数を増やして使用する。

◦ I を行う方が C を行うより患者にとって望ましい結果に
なることが期待されるアウトカムは「益」 に， 望ましく
ない結果になると考えられるアウトカムは「害」 に○を
つける。 両方のアウトカムを少なくとも 1 つずつ取り上
げること。

◦合議の上で各アウトカムの重要度の点数を決定して書き
入れ， システマティックレビューに含めるかどうかを
○，×で採用可否に表記する。


